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天理市柳本町の大和橘 (201611)

り年lよ、出の辺の道でt六組橘が実をL｀っばL｀つけました
昨年は橘街道 (中 ツ道)に植えた大和橘が実を

こくさん着け始めましたが、今年は山の辺の道周

辺や奈良市尼ヶ辻でもた<さ んの実を着けま し

た。tの場所ても同じだと懸いますが、これで、

奈良県内でも大不E膚 の収穫が本格化することでし

ょう。今後は、倍展に増えていくことと思います。

写真は、天理市柳本町のものです。i商 果はしなか

つこので、少し実をつけすぎかと思いますが。
´
¬月の始めころから黄色に色づいて来ました。

テ ッポウ虫の被害 が出ま した

9月の中頃、猛暑が続きましたが、その後、本の根元におが<ずのような虫が入つた跡が目立つよ

うにな りま した。犯人はゴマダラカミキ リムシの幼虫です。特に、渋

谷と柳本で被害が目立ち、このまま放 っておくと甚大な被害が出そう

で薬斉」を注入 しま した。 しか し、2本が完全に枯れ、あと2本が危ない

状態です。うつか りしていま したが、早めに対処すべきで、来シーズ

ンからは工夫が必要です。今回は、根元て夕ヽからは見えに<い場所か

らテ、こIt3■ 多 .lよ うて、スを授すEこ こ苦労 しま した。

Lヽ 含品博覧会Jで展示と紹分をしましF_‐

平す28年 10月 16日 (日 )、 やまと郡山城ホールで開催された「第5回大和郡山良い食品博覧会」

に、主.三 者3~食の語り部ブロジェクト」から依頼があつて出展するとともに、食の語 lyO部講座では
~:モ

「
T[=三 二ついて」という題で、城代表が大和橘の活動と大禾□馬の持つ効能について紹介しましたc

==][モ ノ _丁つ認知度が広がって来ています。

「たちはな フォーラム2016J ni憫催されて、登国かう橘の仲間が集まりま した

平成28三 9月 lo日 (土 )、 奈良県文化会館を会場に、た

ちばなスし 主ヽ催による「たちばなフォーラム2016」 が

開催さ
'■

、二:40名 の参加があり盛況てした。「地i或活性化

ビジネス :二 む|すて ! 橘ブランドのさらなる展開 |」 のテ

ーマて、講演や各地の活動報告、情報交換が行われ有意義

な時を共有することが出来ました。橘もビジネスとしての

活動が始まっています。各地の特性を活かした連携と広が

りが期待されます。「たちばなネット」では、Facebookで

情報を発信しています。ぜひ参考にしてください。

フォーラムのようす 奈良県文化会館


